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鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 






























鈴鹿大学は 2019 年 4 月に国際地域学部を設置する。新設学部等の目的には、「国際地
域という言葉は、『グローバル化した地域』という意味であり、『Think globally, Act locally』
という姿勢のもと、グローバルに活躍するが地域の実情に合わせて活動できる人材や、地
域に根ざして活動するがグローバルな視野で活躍できる人材を養成するために必要な基礎

































１ 鈴鹿市の地域資源や施策に対する理解を深め、情報収集力を身に付ける  
２ 地域資源の活用方法を考え、主体的に表現することで、提案力を身につける  




















表１  2018 年度「鈴鹿学」概要：テーマと講師一覧  
    前期水曜日 13 時～14 時半  於：国際文化ホール 




















AGF 鈴鹿：中村保幸  



















11 6/27 鈴鹿市政：鈴鹿市について  
～鈴鹿市役所総合政策課～  
鈴鹿市総合政策課  








14 7/18 鈴鹿市の防災について  鈴鹿市社会福祉協議会  
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2.2「鈴鹿学」受講生のコメントから 
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表２  2018 年度「モータースポーツマネジメント」概要：テーマ一覧  
    前期火曜日 10 時 40 分～12 時 10 分   担当教員：郭育仁・冨本真理子  
内容 担当者 








第 2 回  







第 4 回  
4/24 
マン島 TT の事始め 本学教員： 
冨本真理子 







第 6 回  
5/16 
鈴鹿サーキット×キャリア形成：  鈴鹿学と合同？  
鈴鹿サーキット内の各施設の概要について知る。  
鈴 鹿 サ ー キ ッ
ト：齋田泰之 
第 7 回  
5/22 
自動車の産業観光  本学教員：  
冨本真理子 
第 8 回   
5/29 
モータースポーツと地域社会（新城）  本学教員：  
郭育仁 









第 10 回   
6/12 
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第 11 回   
6/19 
鈴鹿市のモータースポーツ政策背景と現状  鈴鹿市役所  
：藤後充輝 
第 12 回   
6/26 
創造型観光からみるモータースポーツ  本学教員：  
郭育仁 






第 14 回  
7/10 
鈴鹿オートリサイクルセンター  本学教員：  
冨本真理子 
第 15 回  
7/17 
まとめ 本学教員：  
郭育仁 
 








































































































【教育目標】（「Think globally, Act locally」を理念とし、）グローバル化する地域社会
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いう（表３ 参照）。近年では、国立大学において  2016 年度に設置予定のものが目立ち、




 大学名、学部等名（開設年度）  









公立大学  新潟県立大学  国際地域学部（2009） 
奈良県立大学  地域創造学部（2001） 
高崎大学 地域政策学部（1996） 
私立大学  追手門学院大学  地域創造学部（2015） 
愛知大学 地域政策学部（2011） 
富山国際大学  地域学部（2000） 
東洋大学 国際地域学部（1997） 























学者、平和学者のアイサード（Walter Isard、1919 年～2010 年）が、地域について、「何
が有意味な地域（meaningful region）であるかは、われわれがどのような特定の社会問題
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表４：地域学 2 つの方向性  
 名称 備考 














「地域学」  特定の意味を持った地名に「学」が、合体。  
生涯学習から出発①地域研究としての地域学②
地域学習としての地域学③運動としての地域学  







































う共通項があり、前述の同じく海外がルーツでも国家の存在を重視する Area Studies と
は、性質が異なる。しかし、この「地域科学」は、その後、東西陣営という構図において、






















































   
以上、２つの「地域学」の概観について述べたが、それらを統合することで、鈴鹿大学
の伝統を活かした国際地域学について一つの想定される方向性を以下にまとめる。また、
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鈴鹿大学は、2015 年 4 月 1 日に「鈴鹿国際大学」から「鈴鹿大学」へ名称変更した。伊
勢新聞（2015 年 12 月 20 日）は、後日、一連の特集の一つとして、「より地域に必要とさ
れる大学」、「『地域に役立つ大学』へ」、「『地域密着型』への取り組みを始めた鈴鹿
大学」というフレーズを織り込み取り上げている。 












践に取り組む  科目」（鳥取大学 HP: http://www.coc.tottori-u.ac.jp/5827）とされている。 
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